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■ AVID（Digidesign)
そして今年も去年に引き続き D-Control の
POST デモにおいては、弊社の V-Mon システ
ムが標準の推奨モニタリングシステムとして紹
介され、もはや Pro Tools のポスト・ミックス
ダウンは V-Mon システムのメーターとモニタ
リングシステムありきと言ったデモンストレー
ションが行われていました。デモンストレー
ターの Gil Gowing（ギル・ゴウイング）も複
雑なモニターパスを包括的にわかりやすく処理
できるピカ一のプラグインだとデモンストレー
ションの中で絶賛しています。すでに米国では
ユニバーサル・スタジオに採用され数スタジオ
で稼働中、ピクサーでも現在導入を検討中との
ことで徐々にメジャーなプラグインとして認識
されつつあります。

ラスベガスに到着してまず最初に訪れたのが、会場（サウス・ホー
ル）横のルネッサンス・ホテルで行われた AJA 社のディーラー・セー
ルス・ミーティング。
不況知らずのこの会社、小型の I/O コンバータのシリーズが Hi-
Vision 化の波に乗り爆発的なセールスを成功させ、昨年度も過去
最高の売り上げ、このたび新しい工場もオープンさせたとか。今
回の NAB では「Ki-PRO」（キープロ）と名付けられたカメラに
もマウントできるコンパクトなハードディスク・レコーダーで、
ProRes 422 でダイレクトに録画可能なデバイスで、収録とポス
プロの間のワークフローを大きく改善させる製品として発表され
ました。「Ki-PRO」の「Ki」は、日本語の「気（き）」から名付け
られたそうです。なぜだかは分かりませんが・・・
いずれにしても、いままでインターフェース・ボードまたは、ユニッ
トという製品軸に加えスタンドアローンの記録デバイスの分野に
広げていく AJA 社の勢いを感じさせる製品です。

■ AJA

V-Mon System

今年も NAB（National Asociation of Broadcasters) ショーがラスベガスにて開催されました。
NAB ショーも昨年後半からのリーマンショック以降の不況の影響によって、例年に比べれば来場者約 20％
もの減少（昨年は 10 万人を超えていたのに対し、2009 年は約 8．3 万人）となり、特に日本からの参加
者は例年に比べて非常に少なくおそらく５０％程度とも言われていました。また、出展ブースもいかにもキャ
ンセルされたと思われる空きブースが所々に点在していました。
とは言ってもこのショーの規模は世界一と言われているだけに圧巻です。（展示規模で言えば幕張の約 5 倍！）
昨年は、マルチメディアの2大勢力となっていたApple社とAVID社が出展しないというネガティブなニュー
スがありましたが、今年は AVID 社が復活、新しいロゴマークが発表されて Pro Tools 関係の展示において
も Digidesign のロゴではなく、AVID のロゴを全面に押しだし ONE AVID という新しい方向性をアピー
ルし、全てのデモが AVID の映像と Pro Tools の音声のリンクという形で行われていました。

■ビデオフォーマット互換、アセット・マネージメント市場
NAB 全体で特に目立っていたのが、AVID、Final Cut Pro、XD-CAM など、様々なビデオフォーマットの相互互換をとり、
それらをマネージメントするというソフトウェアおよびサーバーのシステムが非常に多く出展されていました。来年あた
りにはこれらの波がオーディオ・ポストプロダクションのシステムに入り込んでくるのではないかと思われます。

■ Blast wave（Pro Sound Effects 社） & CND（Creative Network Design 社 )
今年も元気よく効果音ライブラリーの Blast wave（Pro Sound Effects 社）が出展していました。陽気な
ダグラスと昨年から新しくスタッフに加わったチョーかわいらしいラウラ嬢とで新しいラインナップをデモ
ンストレーションしていましたが、こちらの製品、従来のライブラリーを分割して USB メモリースティッ
クで供給するというもの。オーダーによってはいくつかの種類を選択してカスタマイズし、検索エンジン

（簡易版 NetMix Pro）を入れた形でハードディスクで供給と言うことも可能だそうです。また、社長であ
る Ric Viers は、世界でもっとも多くの効果音サウンドライブラリーの提供者として知られ、今回は「The 
Sound Effects Bible」という本を出版、NAB ストアーにて販売およびサイン会なども開いて話題となって
いました。（こちらについては別ページの特集を是非ご覧ください。）
Pro Sound Effects社とビジネス的にコラボレーションしているCND社は、フェアライトのブースにてフェ
アライトのサーバー上で NetMix Pro を動作させるデモンストレーションを行っていました。この方式は既

に日本でも SONY PCL 様で導入の実績があり、快適にご利用いただいています。また、Blast Wave のライブラリー管理に使用している簡
易版の NetMix Pro を NetMix LE として近日中にリリースする予定で、弊社でもこの製品を用いたサービスの体系を検討しています。
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>>> NAB Report

>>>TAC PROTECTION
サポートプログラム開始 !
Pro Tools|HD をご使用の皆様に対し、
常に最適な環境でお使いいただくた
め、サポートプログラムを始めました。
このプログラムをご利用いただくこと
により、Digidesign 製品だけでなく
PC 及び周辺機器を含む技術サポート
の強化に加え、計画的な予算によって
のバージョンアップやアップグレード
が可能となります！（詳細 P.4)

by Yamazaki
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126 回 AES コンベンションは、5 月 7 日から 10 日迄ミュンヘンにて行われた。
ヨーロッパ AES での展示会は今年で最後と言った話しがでていたが、来年ロンドンで行われる事も決定したようだ。
しかし年々出展社の数も減り、ブース全体の広さも今年は幕張の 1 ホールの半分以下のサイズとなりかなり寂しい
感じではあった。
特にコンソールメーカーの出展がほとんどなく、主に入口 (MIC メーカー ) と出口 (Speaker メーカー ) の出展と
ドイツの代理店が取次ぎをするといったスタイルであった。その為、総コマ数は 61 ケで、共同出展が多かったが、
最も大きかったのは地元のゼンハイザーブースであった。

126th AES Convention エントランス

ProTools のオペレーション中の Nils 氏 中央に V-MON をセットした K-1 セミナールーム

AES Report
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Feature
by Kubota

Pro64 がさらに便利になりました。6416Y2 をスロットにさして
いれば、6416m マイクインプットモジュールをヤマハデジタルミキサ
ーからコントロールできます。RCI/MCS に加え、ミキサーからのコン
トロールも加わりさらに柔軟なシステムにパワーアップしました。

6416m のゲインコントロール、48v ファンタム電源、ローカットフィ
ルターをコンソールから制御できます。

m-control 対応のミキサーは
以下のモデルです。

LS9-16  　   /　LS9-32 
DM1000　  /　 DM2000
M7CL-32    /    M7CL-48  
PM5D  　   /     PM5D-RH 
DME64N　 /　  DME24N 

＜接続方法＞
DB9 シリアルケーブルでヤマハと 6416Y2 をつなぎます。
LS9 はカードよりコントロールデータが送出される場合は、
DB9 をつなぐ必要はありません。デジタルコンソール側では、

「AD8HR」と認識されますが、6416m をコントロール可能にな
ります。
ミキサーからコントロールできない機能はどうぞ、RCI/MCS を
ご利用ください。

　　　　　日々進化！ AVIOM システム

AVIOM は 開 発 当 初 か ら、 ス ピ ー ド に こ だ わ り、
1msec 以下の低レイテンシーを実現しています。
AVIOM の利点はアナログイン→アナログアウトのス
ピード、PC を使わないシンプルさ、16 チャンネル単
位での拡張性やシステムの柔軟性があげられます。
デジタル音声伝送が着目されている近年、様々なプ
ロトコルが存在し、Ethersound や CobraNet など
Cat5 ケーブルを利用したシステム、光ケーブルを利用
したシステムなど多様にあります。
残念ながら、システム同士の互換性はありませんが、（ヤ
マハミキサーを通じ繋がる場合もあります）それぞれ
の特性をいかしたシステム設計を考えれば現場は劇的
に変化すると思います。
これからデジタル伝送をお考えの方、また、現システ
ムの拡張を検討中の方はぜひ一度ご相談ください。

The future of Audio Network

今回弊社では、ProTools 用モニタリングコントローラー V-MON
をメインのセミナールームに貸出し、ICON コンソールのオペレー
ションに使われた。サラウンドと 2ch の各種素材を様々なセッショ
ンで試聴する環境では、V-MON は最適で、現地でのオペレーショ
ンをしていたサウンドエンジニア Nils Hahmann 氏は、これがなく
ては様々なシーンに合せた再生には不可欠であると絶賛していた。

弊社関連メーカーでは、CB Electronics 社が
QT-Player というソフトを発表した。
これはクイックタイムビデオを MAC/WIN 上で走ら
せ、LTC や RS-422 で制御できる物で今後の進化が
期待される物です。又、P2MMC インターフェイス
は、DAW の MTC-RS422 変 換 で、（RS422-Midi 
Machine Control Interface）話題になっていた。
余談ではあるが、CB 社は、Steinberg 社 NUENDO
用のシンクロナイザー SyncStation の開発も行って
いたが、ようやく MusicMesse（フランクフルトで 4
月開催）で、アナウンスされ、日本国内にも年内発売
になる予定です。？？？CB Electronics 社ブース

さらに密かにモデルチェンジされている機種がございます。
Pro16 及び Pro64 のアウトプットモジュールがそろってレベルアップ
しました。以前、どちらもアウトプットレベルは +4dB でしたが、現在
のモデルがは +24, +18,  +4dBu 及び、マイクレベルに進化。
AN-16/o はコネクターも当初は TRS でしたが、現在は DB25 になっ
ています。（TAC の ATAS ケーブルが便利です♪）。
ますます現場での利用価値があがるのではないでしょうか！！

AVIOM システムの利点と言えば低レイテンシーとコンピューターが無
くても設定できる点です。しかし、複雑なシステムを構築するとなると、
やはりソフトウェアでの制御が便利です。
そこで、Pro64 ネットワークマネージャーの登場です。
RS-232 で Pro64 ネットワークと接続し、ネットワークの設定がモニ
ターできます。さらに、チャンネル In/Out、ルーティング、クロックソー
ス、サンプルレート、m-control、ファームウェアバージョン、VDC
を管理できます。

ネットワークマネージャーでは「ネットワークオーバービュー」と「デ
バイスウィンドウ」の 2 つの画面でオペレートします。
ネットワークオーバービューはアクティブデバイスが一目で分かり、コ
ントロールマスターやクロックマスターの管理を行います。ネットワー
ク上のスロットも確認できます。

モジュールの設定は「デバイスウインドウ」で行うことができます。チャ
ンネル名の設定、アクティブチャンネル、ゲイン、6416m ではフェー
ズや、ローカットなどもコントロールできます。
AVIOM はシンプル設定が特徴です。このソフトウェアも直感的に操作
できるようにデザインされています。
発売は秋頃の予定です。

・　Pro16 AN-16/o  &  Pro64 6416o がレベルアップ　・

・　Pro64 ネットワークマネージャー登場　・

・　YAMAHA デジタルミキサーの m-control に対応 　・　

又別件で、AVID グループから VENUE (PA & ライブコンソール ) の新製品が同日発表になり、会場近くの Farao-Studios
でお披露目となった。
これは、SC-48 という All-In-One　48ch デジタルコンソールシステムで、一つの筐体に納まったポータブル＆低価格（約
300 万）な VENUE システムです。
このコンソールは、Pro Tools プラグインに対応し、Pro Tools LE システムとも直接接続でき、録再が可能。
又、オプション I/O カードにはアナログ、デジタルカードと共に、AT16 カードで AVIOM 社モニターシステムに対応します。

VENUE SC-48

Steinberg
SyncStation( ﾐｭｰｼﾞｯｸﾒｯｾにて )

P2MMC

Apple Worldwide Developers Conference 2009 参加レポート
場所：Moscone Center (West) , San Francisco , CA

基調講演直後に AppleStore で
13” MacBookPro を確認！

 WWDC09 by Masuko

年々参加者の増加を感じているのですが、今年は今迄より更に増えたなぁ～って印象です。それもそのはずで、
世界中からなんと 5200 名以上の技術者が一同に集まり、初日の基調講演には、それ以外のゲストや、Apple か
らのスタッフ、各メディアの参加もあって、6000 人は軽く超えていたはず、、、とにかく人人人！！凄かったです。
Jobs が出ない基調講演でも、人の集まりには影響が無いみたいです。当日はこの多数の参加者もびっくりのリ
リースラッシュ！！

・新しい MacBook Pro シリーズ
・10.6 Snow Leopard OS リリース
・iPhone OS 3.0 リリース
・新しい iPhone 3GS リリース
といった目まぐるしい程のリリースラッシュに、会場も大盛り上がりでした。その全てが低価格で戦略的な価格にもなっているのが、このご時世
を考えた策なんだと思います。オーディオ関連では、MacBook ( アルミ )13inch モデルに待望の FireWire が搭載されたことが大きなトピック
かと思います。また、iPhone App の紹介で、Line6 のギター /Amp を遠隔制御するアプリの紹介があったりと（実際には途中コネクトができ
なくなるハプニングがあったのですが、Apple で配信されている Keynote ムービーではカットされてます）オーディオ業界も Apple は力を抜い
ていないとのアピールだったのかも知れません。
新しい Snow Leopard 10.6 は、とってもパワフルです！全てにおいて、10.5 を凌駕しているスピードには圧巻です！ OS が 64bit 化されると、
こんなに変わるものだったんだと再認識しました。絶対に ProTools システムでもその恩恵があるでしょう。ただ、、、Intel Mac のみのサポート
となっていますので、Power PC Mac ユーザーはお気を付けを。。。
去年は iPhone に染まりきっていて、何となく寂しい WWDC だったのですが、今年は iPhone、Mac OSX、Server と均等に
力が入っていて、とても身になる会だったことが何よりも嬉しかったです。参加体験談など、ご興味がありましたら、私宛に
ご連絡を頂ければ可能な範囲内でお話をさせて頂きま～す。( ネタ盛りだくさんです！！ )

毎年恒例のKeynote 会場までの行列！！

遂にその全貌が明かされた
Snow Leopard !! 

この日がまたやってきました！唯一のアップル公式イベント WWDC、今年も参加してきました。既に情報はリアル
タイムで伝わっているのと、初日の基調講演以外は、NDA( 秘密保持契約 ) により、毎年詳細なレポートはできませ
んが、可能な限り今年のイベントをお伝えいたします。

iPhone アプリが世界中でダウン
ロードされる様子をリアルタイムで

表示中！

毎年恒例の Beer Bash、
5000 人が近所の公園に。

今年のアーティストは” CAKE” ！- 2 -
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前回の TAC インフォメーションでのご紹介より、Softube 社より新たに２つの Plug-In のラインアップが発売となりましたのでご紹介させて頂きます。
これまで Guiter Amp シュミレーションをメインの製品ラインアップとしてスタートした Softube 社ですが、今回はその延長上の「BASS AMP ROOM」と、
今後の幅広い展開を期待させてくれる「FET COMPRESSOR」です。

Softube! 依然、ユニークな製品を作り続けるマニアック集団の力作！

つくづく感心させられるのが、そのオペレート画面です。かなりシンプルでも有り、逆に妙にマニアッ
クさを感じさせる面も有りなんですが、使い始めると納得が行く事、間違い無しです。

いよいよ楽器用？から離れたラインアップの「FET COMPRESSOR」！

初めて画面を見たとき、「何じゃこれは？」という強烈インパク
トを久々に受けまし
た。私のようなオッ
サンには昔の「シス
テムコンポ」時代の
プリメインアンプそ
のもので、最近の「中
古でかラジカセ」が
一部ブームみたいな
ノリなのかと感じさ
せる一品です。

マニュアルによれば、サウンドキャラクタのベース（イミレー
トしている回路）は、かの有名な FET コンプ（RATIO 切替ボタ
ンを全部押しするヤツ）だそうです。
既に各社からイミュレートされていると、後発の場合、まんま
のデザインでは、折角クオリティが高くても先入観によってデ
モすら使って貰えない可能性がありますね。それを払拭するの
には十分なレイアウトだと思います。そして、いざ使い始めると、
とてもしっくりして来るのにも驚かせられます。
肝心のサウンドは是非、デモ版をダウンロードして頂くとして、
追加機能のユニークさをアピールしておきます。

まずは「Ratio」つまみ。オリジナルは一定の値の切り替えです
が、こちらは可変が出来る点です。（例えば、４：１と８：１の
間の値が存在します。）
そしてさらにフル１０で「All Buttons In」になるのですが、そ
れよりも前？の２０：１から All の間が、これまた有るのです。
これだけでも十分新たなキャラクターになります。
次に「Detector」セクションの４つのつまみ。直訳だと探知機
だの発見器だのピンと来ませんが、内訳は外部のソースをコン
プのトリガーにする Side Chain、不要な帯域でコンプが掛から
ない様にする Low/Hi cut、そしてプラグインならではの原音の
先読み Look Ahead の４種類です。
オリジナルのコンプサウンドはそのままに、よりバリエーショ
ンを増やしてくれるアイテムです。
極め付けが「Parallel Inject」ツマミです。アナログコンソール
ではバスを２系統つぶして原音とコンプ送りを作り、フェーダー
でミックスと言う手間が、このツマミ一個でいとも容易く操作
出来ます。ホントいい時代ですね。

ポイントを駆け足でご紹介させて頂きました。１０日間のデモは
http://www.softube.com/demo/　でゲット出来ます。
皆様のエンジニアライフが広がる事を願って。
是非一度お試し下さい。

正直申し上げると、個人的には、始めは、そのギミックな動きがわざとらしいと言うか、奇をてらっ
ているだけに思えてしまったのです。しかしながら百聞は一見にしかず、そのサウンドを聞いて頂け
れば、実に心憎いレコーディングエンジニアのスタジオワークを知り尽くした「出来るだけシンプル
操作ながらも深海の奥深さを持った」キャラクターを得られる事に思わず、うなずいてしまわれるで
しょう。

昨今、星の数ほどリリースされる Plug-In 市場ゆえに、お恥ずかしながらすべての商品を把握しかね
るので、間違っていたらすみませんが、この「BASS AMP ROOM」は、初の BASS AMP シュミレー
ションものでは無いかと思います。特に、くどい様ですが、「レコーディングエンジニア」の視点に立っ
ている点では間違い無くお初でしょう。

>>>「 BASS AMP ROOM 」 >>>「 FET COMPRESSOR 」

by Yoshida

AMP の種類＝サウンドキャラクターの選択は「Vitagte 
Amp Room」のオペレーションを踏襲していますが、何
と言っても、Amp ヘッドのつまみをいじる画面と Amp
へのマイキング画面に加えて、BASS レコーディングに欠
かせない、そう「DI」のセッテイング画面が有るのです！
バンドレコーディングの場合はベーシストがお気に入りの
AMP をスタジオに持ち込んでって事になると思いますが、
スタジオミュージシャンの方が「お仕事」で来られた場合、
予算とか絡んだりすると、かなりの率で DI のみで録音と
言う事が有りますよね？

かつて某一流ベーシストの方が AMP を持ち込まれたので、個人的に好きな２種類のマイキングのブ
レンドをしたら、たいそう「音が良い」と気に入って頂いたのですが（自慢じゃないですよ；−）　）、
割とベーシストの方って、普段の扱われ方が .... と個人的は感じてしまうのですが如何でしょう？

そんなミュージシャンの声を反映したかは定かでは無いですが、DI サウンドと AMP マイクサウン
ドを DJ チックなスライダーフェーダーで絶妙に混ぜられて、多彩なサウンドを作れます。
マニュアルにも書かれてますが、２タイプのユーザーが使われる事を想定していて、デフォルトのま
ま AMP の種類を選んで DI のレベルをいじるだけでも十分にクオリティあるサウンドになりますが、
当然、マイクの距離を変えると DI とのブレンド具合で位相差によるディップポイントが発生する訳
で、そうなると一流のエンジニアの「ゴールデンイヤー」を必要とします。
結構シビアに変化するので、是非、腕試しして下さい。；−）

＜ Amplifier ＞

＜ D.I. and Mix Panel ＞
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[ TAC ProTools Protection ]
タックシステム（株）では、Pro Tools|HD をご使用の皆様に対し、常に最適な環境でお使いいただくため、
年間契約によるサポートプログラムをご提供しております。このプログラムをご利用いただくことにより、
Digidesign 製品だけでなく PC 及び周辺機器を含む技術サポートの強化に加え、計画的な予算によってのバー
ジョンアップやアップグレードなどのシステム整備が可能となります。

［サービス内容］ 
１、専用回線オンコールサービス  
　　専用電話回線にて、平日（１０：００～１９：００）までのサポート電話受付を行います。
　　通常電話サポート　平日時間内（１０：００～１８：００）は、このプログラムに関係なく無償です。
２、代替え保証サービス  
　　Pro Tools 及び PC、周辺機器を含むトラブル発生時に、最大２営業日以内に代替え機の発送を行い、
　　必要に応じてセットアップも対応いたします。
３、Pro Tools アップグレード（Mac OS 含む）及びインストールサービス（年１回）
４、現地システムチェック調整（１日）  
　　上記アップグレードに関するセットアップ作業及びシステム点検、調整、また、その他トラブルシューティングや
　　コンサルティングに対応させていただきます。

TAC Pro Tools Protection にご加入いただき、本オプションをプラスしていただけることで、メーカー保証期間が過ぎた製品に対しても、
修理代金を保証いたします。

＊交通宿泊費は別途ご請求させていただく場合がございます。
＊ C|24、ICON など大型コントローラについては、別途お見積もりとなります。
＊保証規定から外れる場合には、本プログラムの適用は出来ません。

TAC Pro Tools Protection にご加入いただき、プラス１０万
円にて３年目以降３年ごとに３５万円相当の新製品 Mac に入
れ替えます。減価償却期間に満たない場合でも、このプログ
ラムにご利用いただければ必要な時期に最新機種へのアップグ
レードが可能です。

＊このオプションプログラムは、３年以上のご契約が必要とな
ります。
＊ Mac 入れ替えの実施は、アップグレード＆インストールサー
ビスの実施と同時とさせていただきます。
＊ Mac 以外の周辺機器の変更が必要な場合には、別途お見積
もりが必要な場合があります。

[ TAC Full Repaire Protection ] 

[ TAC Mac Protection ]  

TAC Pro Tools Protection 
Pro Tools|HD（1 システム） 年間 ￥２００，０００（税別）
Pro Tools|HD（２システム目以降） 年間 ￥１4 ０，０００（税別）
Pro Tools|LE（２システム目以降） 年間 ￥１００，０００（税別）

Pro Tools|HD　(1 システム ) 年間（2 年目以降） ￥１００，０００（税別）
Pro Tools|HD　( ２システム目以降 ) 年間（2 年目以降） ￥６０，０００（税別）
Pro Tools|LE　( ２システム目以降 ) 年間（2 年目以降） ￥４０，０００（税別）

Mac Protection 年間（要 3 年継続） ￥１００，０００（税別）

by Tac
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＊アップグレード及びインストールサービスが複数日程となる場合には、別途お見積もりをさせていただきます。
＊修理に関する実費は別途ご請求させていただきます。
＊交通宿泊費は別途ご請求させていただく場合がございます。
＊ HDD 内の素材に関するデータ復旧は含まれません。
＊ Plug-in アップグレード費用が必要な場合、別途お見積もりさせていただきます。
＊ C|24、ICON など大型コントローラについては、別途お見積もりさせていただきます。
＊ iLOK 故障時の ZeroDownTime 処理など必要な手続き及び経費を負担いたします。 

★ 30 万以上のご契約の場合提携リース会社にて分割払いもご利用いただけます。
［保証規定］次の場合は、保証期間内であっても保証規定外扱いとなります。 
・保証書、登録確認、販売記録などによりご購入日の確認が出来ない場合。 
・落下破損、液体こぼし、落雷等天災、事故、故障の原因が他社製品またはアプリケーションなど外的要因である場合。
・お客様にて改造などの改修が施されている場合。 
・弊社にて保証対象外と判断された場合。  
＊以上サービスは、1 年ごとに更新または、見直しをさせていただきます。
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しかし！何はともあれ、この著書のプロモーション・ビデオと思われる映像を下記のリンクで是非ご覧あれ !

http://www.soundeffectsbible.com/sfx/ から

「 The Sound Effects Bible 」の本をクリック

なんと、サウンドライブラリーの収録だけのために車 1 台をぶっ壊す !　
ぶっこわす！ブッコワス！
ここまでやんのかー、と思わず見ていて楽しくなります。
普通だと車の音のライブラリーと言えば、エンジンをかける音、ドアを閉め
る音、発車、停止する音などが思いつきますが、ここで録っているのは「フ
ロントガラスが割れる音」、「ドアガラスが割れる音」、「ボンネットがへこむ
音」、「ヘッドライトが割れる音」、「ウィンカーライトが割れる音」、「タイヤ
がボンネットで弾む音」「バンパーが壊れる音」などなど・・・
とにかく 1 台の車をとことんまで破壊し尽くし、考えられる音は何でも録る
というすばらしくポジティブな精神が感じられるなんとも見た後すっきりす
るプロモーション映像です。
さて、本題の本の内容ですが、
　・テクニカルな基礎
　・マイクロフォンおよび周辺アクセサリー
　・フィールドレコーダー、スタジオ・イクイップメント
　・スタジオシステム、フォーリーステージの作り方
　・デジタルオーディオ理論
　・サウンドエディティングを確実にするための手法
　・メタデータ活用法、ファイルネームの付け方
　・サウンドエフェクト実践制作

少々中をご紹介すると、「フォーリー収録の心得！」としてこんな教えが・・・
　ひとつ　目的の音を探すときには目を閉じるべし !
　ひとつ　小道具は握りが命！
　ひとつ　服はスウェット、ジーンズは尚良し！
　ひとつ　腹を減らして仕事に入るべからず！
など、など、わかりますよね～
とにかく具体的なサウンドの作り方満載の充実内容です。

是非入手したいという方は、弊社までご一報ください。

Millennia から待ちに待った マイクプリアンプ（以下 HA）の HV-3D、HV-3R 専用 AD コンバー
ターオプションが発売されました。その「AD-96 シリーズ」の細かな仕様については新製品紹
介コーナーでご確認していただくとして、ここでは実際に使用してみた主観的な感想を述べてみ
たいと思います。

>>> by Hirano

「AD-96 シリーズ」の紹介の前に、少々 Millennia 社の歴史についてふれてみましょう。
Millennia 社は 1989 年にジョン・ラ・グーによって北カリフォルニアで設立されました。
クリアでワイドレンジ、そして忠実性の高いキャプチャリングが可能な HA の開発を目
指し、後の 1992 年に HV-3（現在も基本設計は変わっていない）という Millennia 社を
代表するモデルが完成しました。ちょうど創立 20 周年を経た今日、35,000 チャンネル
以上の出荷実績を誇り、沢山の著名なエンジニアやアーティストの方々から高い評価を
頂きました。正に業界スタンダードと呼ぶにふさわしい HA メーカーに成長したと言え
るでしょう。ところで AD コンバーター付きの HA は以前にもほんの短期間だけですが
モデルとして存在しました。モデル名は「HV-3C」（現在の HV-3C とは名前が同じです
が全く別物）。現行の HV-3C の前身モデルである「HV-3B」の筐体の中に Apogee 社
の AD1000 を組み込んだモデルでした。ハイビット、ハイサンプリング競争が激化した
時代にちょうどあたり、20bit/48KHz というそれが持っていたスペックの限界もあり旧
名「HV-3C」は早々に姿を消す事になりました。現行「HV-3C」の AD オプションも開
発中ですので近々ご案内できるでしょう ... 乞うご期待 !!!

さて、「AD-96 シリーズ」の話題に戻りましょう。
今 回 試 聴 に 使 用 し た の は「AD-R96」 を 搭 載 し た
HV-3R です。AD-96 シリーズ AD コンバーターオプ
ションは本体にインストレーションされてメーカーか
ら出荷されますが、後に改造する事で対応も可能です。
44.1/48/88.2/96KHz、24bit 出力、シンクはインター
ナル／エクスターナルの切り替え式。シンクソースは
ワードクロックと AES の切り替え式。これらは全て内部
のジャンパーで設定する仕組みになっているのでシンク
ソースに対しスレーブで使用するのが望ましいでしょう。

Millennia  AD-R96 試聴レポート

という訳でコンサートホールで試してみる事にしました。マイク間をより短くする為、ステージ上に HV-3R をセッティングし、約 40m
離れた調整室までデジタル伝送にチャレンジしました。HV-3R の操作はもちろんリモートです。調整室からのシンクはワードクロックで
すとさすがにこの長さでは不安なので AES/EBU を選択しました。110Ω バランスで HV-3R の直前まで送り、そこで 75Ω に変換したと
ころすんなりロック完了。この状態は「AD-R96」に付いたグリーンの LED で確認が出来ます。肝心なサウンドは Millennia 独特の透明
感のあるスーパーハイ S/N を発揮しつつ、マイクからデジタルに変換されるまでの距離が今までの録音スタイルに比べ格段に短縮された
為からか、何倍もクリアさが増した感じでした。「そうですねえ ... 限りなく澄みきったどこまでも続く晴天という感じ ...」。ダイナミック
レンジ感はとてもスムーズで何のストレスも感じません。この AD カードの登場で、HV-3R はフィールドでもマイクの持つ実力を最大限
に引き出す事のできる、数少ないツールになったと言えるでしょう。
Millennia 社が HA と AD コンバーターをひとつの筐体に収めたかった理由は使用してみてピン !! ときました。とにかく音質的なロスが極
めて少ないのです。今まで音質は HA までが勝負だと思っていたのですがどうやらそうでも無さそうです。Millennia 社の開発理念の高い
忠実性は、この様々なロスを排除するという事だと実感しました。
弊社ではデモ機をご用意しておりますので体感してみたいお客様はぜひご一報ください。

"Ric's book is an excellent introduction to techniques for 
producing professional sound effects for films, games, etc. 
It's packed with nuts-and-bolts information that beginning and 
intermediate level sound designers/editors will find useful."
- Randy Thom, Academy Award winning Director of Sound 
Design, Skywalker Ranch

The Sound Effects Bible レポート！
Blast wave としておなじみの Pro Sound Effects 社の社長である Ric Viers 氏による著書「The Sound Effects 
Bible」が NAB にて発売されましたので、ご紹介します。Ric Viers 氏は、自社のライブラリーだけでなく、Sound 
Idea や Hollywood Edge、Serafine Collection などの制作者の一人として世界中で最も多くの音源ライブラリー（お
よそ 15 万音源以上）を提供しているエンジニアとして知られています。そんな彼の経験とノウハウを集約したこの
著書は、サウンドレコーディングに関する技術的な基礎から、サウンドエフェクトの考え方、フォーリーや効果音の
制作手法とその処理の仕方など、その内容が非常に充実していて、ハリウッドではトップのサウンドデザイナーとし
て知られる Randy Thom 氏などもこの著書に対してコメントを寄せているほど非常に高く評価されています。

BLASTWAVE は、SFX 音に特化した効果音ライブラリーです。あらゆ
る SF シーンに対応した、ウーッシュ系、ドローン系、スイープ系サウ
ンドが盛り沢山！
素材はハイクオリティで収録されたインパクトのある素材ばかりです！

radio meltdown は、ラジオなど放送番組制作に重宝な効果音ライブラ
リーです。放送向けに印象的なサウンドロゴやボイズフレーズを、また
崩壊的なイメージのサウンドはあらゆるシーンに対応。さらに 5.1 サラ
ウンド素材も含まれた充実した内容となっています。
drones は、　ドローン系（低音持続音系）のサウンドに特化した効果音
ライブラりーです。ミステリアスなシーンや SF シーン等のバックグラ
ウンドに、非常に重宝な素材が満載です。映画、TV、ゲーム等の効果
音に是非ご利用ください。

タックオンラインストアにて
blastwave ブランドの効果音効果音ライブラリ販売中です！

by Yamazaki

AES シンクはトランスで 75Ω に変換 HV-3R のリモートソフト「AElogic」 今回使用した「Royer SF-24,Mojave MA-200」

ステージ前の HV-3R with AD-R96 シンクロックすると LED が点灯

創始者のジョン・ラ・グー

AD コンバータ搭載、旧 HV-3C

（Ambience sounds, Animal sounds, Cartoon effects, Crash 
sounds, Crowd sounds, Emergency effects, Electronic effects/
Imaging Elements, Explosion Effects, Fire Effects, Foley 
sound effects, Foot step sounds, Horror effects, Household 
sound, Human sounds, Impact effects, Industrial sounds, LFE, 
Multimedia effects, Musical effects, Office sounds, Science 
Fiction sounds,Technology sound, Vehicle sounds, Warfare 
sounds, Water sounds, Weather and Natural Disaster sounds)

　・SFX の将来
と他ではなかなかお目にかかれない内容がたっぷり。
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■株式会社 モイ 様

〈 〈 〈　　導 入 事 例　　〉 〉 〉
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〈 〈 〈　　新　製　品　　〉 〉 〉
■ AD-D96(HV-3D のオプション）
■ AD-R96(HV-3R のオプション）
オープンプライス（市場税込予想価格￥168,000）

Millennia HV-3D、HV-3R にオプションで搭載できる AD コン バーターです。
このオプションはメーカー出荷時に搭載されます。通常の HV-3D、HV-3R に AD96 コンバーターを対応させる為
には、Millennia 社においてモディファイが必要です。価格など詳しくはお問い合わせください。

著名なアニメーション作品の録音を数多く手がける神南スタジオ様は、この度メ
イン・スタジオの機材更新を行ないました。弊社設計の特注ファニチャーには
YAMAHA DM2000 を中心にパッチベイや HA、192I/O 等が機能的に実装され
ました。DAW は 2 式の ProTools　HD を用意し、ダビング時には DM2000 と
Mackie Control Universal　Pro がコントローラーとして使用されます。また
Genelec 1032A スピーカーを使用した 5.1ch サラウンド再生にも対応しています。

■神南スタジオ 様

Neve 氏のオーディオパスにおける、HF( 可聴帯域を超える部分を含む ) の重要
性についての見解はよく知られています。超音波の倍音自体は聞こえなくても、
可聴帯域の聞こえ方に影響を及ぼすと説明します。リボンはハイのロールオフ
があるものの、コンデンサーと比べてロールオフのカーブが浅いという利点が
あり、リボン自体のフリケンシーレスポンスさえ広ければ、Neve 氏の回路が有
効になると考えました。
Neve 氏のデザインには最初からリボンマイクでは弱くなりがちな HF のディ
テールを引き出すという目標があり、波形アルミ製のリボンはアクティブステー
ジ以前でも 7kHz あたりまでフラットで、パッシブ出力ステージだけでも十分
ですが、さらに２つのトランスと Rupert Neve Designs 5088 コンソールと
同型の回路トポロジーで信号を整えています。

■RNR1　アクティブリボンマイクロフォン

本数限定発売  ＊入荷時期はお問い合わせください
税込価格￥298,200

Rupert Neve 氏と SE Electronics 社が共同で開発したリボンマイクロフォン。
ディスクリート回路とトランスフォーマー、デザインのアイデアは Neve 氏から、
カプセルとシャーシのデザインは SE Electronics が担当しています。 ■株式会社 カプコン B-studio 様

■株式会社 エクサインターナショナル 様  http://www.exa-int.co.jp/

■株式会社 赤坂ビデオセンター 様 　http://www.avc-akasaka.com/

・External クロックレンジ :32-96kHz
・-18dBFS リファレンス レベル
・フルスケール出力レベル :+24dBu
・DB25 ピンコネクター装備 (Tascam フォーマット )

[ 主な仕様 ]
・エレメント：2.5 ミクロンアルミニウムリボン  
・指向性：双指向 
・周波数特性：20Hz ～ 25kHz
・感度：-32dB 1v/pa ±1dB
・ノイズレベル：5dB A weighted 
・出力インピーダンス：200Ω バランス
・ロードインピーダンス：1000Ω 
・最大入力レベル：＞ 135dB
・電源：48v ファンタム電源 

映像編集・CG 制作を行なう映像制作ポストプロダクションの株
式会社モイ様は、業務拡張に伴い 5.1ch サラウンド対応の MA
スタジオを新設されました。ナレーション録りブースを併設し、
システムは Digidesign の D-Control 16 フェーダーを中心とし
た構成で、メインスピーカーには ADAM 社の S3A を採用。ア
ナログ・インプット・セクションのクオリティーにはとりわけこ
だわりを持ち、HA、コンプ、EQ には全てディスクリート設計
の Millennia 社を統一採用しました。また、メインおよび効果さ
ん用のワークビデオとして、共に Mojo SDI を用意し、セパレー
トで並行作業が出来る様に工夫しました。

大阪の（株）カプコン様では、このたび B-studio を新設、A-studio に
続き D-Control 16Fader のシステムを導入されました。また、同時に
A-studio 側も大幅改修を行い、A,B-studio 共に AVID ビデオサテライト
システムを導入、さらにサテライトシンクも搭載し、A-studio の作業にて
B-studio の Pro Tools システムをスレーブとして同期できるフレキシブル
なシステムと致しました。
カプコン（株）瀧本氏は、ビデオのシステムがビデオサテライトシステム
に変わって映像が非常にクオリティが高くなったと実感されています。

Bass Amp Room は、 ベース・アンプとして必要な、「全
ての要素」を考慮し、設計されたプラグインソフトウェア
です。原音に忠実なサウンドクオリティと、直感的なプラ
グイン作りには、Softube 社ならではのノウハウが生か
されています。  

■ Amp Room Bundle Native（パッケージ版）： 税込価格￥59,640
Amp Room Bundle は、Vintage Amp Room、Metal Amp Room、および新しく発売された Bass Amp Room がバンドルされたパッケージで ¥19,600（税別）もお得です！ 

Vintage amp Room は、永遠の名器と名高い、厳選され
た三種類（White/Brown/Green）のビンテージ・ギター
アンプをシミュレーションしたプラグインソフトウェアで
す。あらかじめ最適なポジションで、音像空間がセットさ
れていますので、複雑なセッティングは不要です。スタジ
オ内でのアンプ配置や、マイクの位置決めに至るまで、必
要な全てのセッティングを、正確かつ忠実に再現します。 

単体も販売中！
Native 版
税込価格￥21,840

単体も販売中！
Native 版：
税込価格￥21,840

単体も販売中！
Native 版：
税込価格￥36,540

■ RM-6HD　税込価格 ￥659,400

ラックマウントタイプ EIA 1U サイズの 9 
ピン・コントロール 6 ポートを装備した
シンクロナイザーユニット。専用の PC 用
アプリケーション・ソフトウェアも用意さ
れ、バーチャルマシンをベースとしたマル
チ・マスター機能を搭載し、複数のコント
ローラ・システムにも対応します。ハイビ
ジョン 3 値シンク入力にも対応している
ほか、1 台で 23.976 : NTSC の複合シン
クロナイズの動作も可能です。

■ AT16 A-Net Output Card　税込価格￥336,000
VENUE Mix Rack / VENUE SC48 用 A-Net 出力カード

VENUE Mix Rack 及び、VENUE SC48 用のオプションカードです。
Aviom Pro16 を、VENUE システムへ統合できます。
1 台の Mix Rack へ最大 2 枚の AT16 A-Net Output Card をインストール可能。
VENUE SC48 へは 1 枚の AT16 A-Net Output Card をインストールできます。

サウンド ･ クオリティと効率的なサイズ、価格を完全統合した新たなスタンダードを
提供する「VENUE SC48」は最も低価格でポータブルな VENUE システムです。全
ての I/O とデジタル信号処理、操作感がコンパクトなコンソールにまとめられ、優れ
たサウンド ･ クオリティとハイパフォーマンス、高い信頼性を提供します。
Pro Tools LE との統合、スタジオクオリティのオーディオ ･ プラグインもサポート
します。

Metal amp Room は、全てのヘビーメタル・プレイヤー
のニーズに応え、攻撃的な音像をシミュレーションするプ
ラグインです。調整可能なツイン・ステレオ・マイクから
Vintage Amp Room へ音像をフィードバックします。２
つのチャンネル、２台のキャビネット毎に、２つのマイク
と無音部分の制御の為に非常に短いノイズゲートを搭載し
ています。それら全ての設定は、最適な音像空間をシミュ
レートします。  

■ UR-422　税込価格 ￥144,900

JOG/SHUTTLE ホイールを装備したコンパクトな 9 ピン・リモートコ
ントローラ。コンパクトながら 9 ピン 2 ポートを装備し、2 台の VTR 
または、VTR+DAW のシステム化にも対応します。

[ 主な仕様 ]
・24bit 96KHz 8chAES フォーマットコンバータ
・周波数 :44.1、48、88.2、96kHz
・Internal/ External - AES クロック 
　もしくは Wordclock(In/Out-BNC コネクター )

英国シンクロナイザー・メーカーの老舗 CB Electronics 社のシンクロナイザー ＂ RM-6HD ＂を
正式サポート開始！

簡易 9PIN リモートに＂ UR-422 ＂ユニバーサル RS-422 リモート

・ 2 台以上の VTR への音戻しに
・ 複数の９ PIN コントロールシステムの統合に
・ HD VTR へのリモート対応に
・ 1080/24.976 作品への NTSC 環境からの音戻しに
・ 専用の PC アプリケーションによる監視も可能です

・ 2 台の VTR を切り替えてコントロール可能
・JOG/SHUTTLE 操作及びコマ送りのスピーディーな操作感
・専用アプリケーションによって、PC より全てのキーの操作（用途）を
　カスタマイズ可能

4 月 1 日 赤坂にエクサ赤坂センターがオープン致し
ました。3F にある 7.1ch 対応の『 HEX 』スタジオ
には、ProTools HD システム 2 式、Video Satellite 
システムが導入され、23.98PsF をはじめとしたあら
ゆる HD フォーマットでの MA 作業に対応。
また 1F の『 HEPTA 』スタジオにも ProTools HD 
システムと合わせて、Gallery 社 Virtual VTR Pro

（AJA KONA3）を導入。こちらのスタジオも 5.1ch、
QuickTime ベースによる 23.98PsF 対応のフルハイビジョン MA 室となり、
乱立しているコーデックファイルにも柔軟な対応が可能となっております。

■ VENUE SC48  オールインワン・デジタル・コンソール
オープンプライス（約 300 万前後）

TBS 系列の多数大人気番組のポストプロ作業等をされ
ている同社山王下編集センター（赤坂室町ビル 6F）に、
待望のサラウンド対応の MA スタジオが完成しました。
新 設 さ れ た、ProTools HD シ ス テ ム 2 式 と Video 
Satellite システム、更に 7F にある 5 つの編集室の
Avid Symphony Nitris システムは、その中枢となる大
規模な Avid Unity Media Network 共有データサーバ
へそれぞれ接続されており、編集作業中にもフルデジタ
ル映像を MA 室側でも同時に Video Satellite 上へ展開
しワーク作業が可能な、国内初！唯一無二の超最先端ス
タジオとなっております。

NEW!



ンスと、ニアサンプル精度での同期が実現されて
います。最初にリンクしてしまえば、2台のPCで
ある事すら感じられない1つのMAシステムと変身
してしまいます。ご参考までに、もっとも標準的
な機器構成としましては、
・Mojo DX w/ Media Composer v3.x
・Avidが推奨するWindows PC (HP xw8600)
・ProTools HD v8.0環境システム
・Video Satellite Option (ソフトウェア)
・Video Satellite Option ライセンス用 iLok 1本
・イーサネットケーブル 1本
以上です。。。
とってもシンプルです。シス
テムの参考図は下記の事例で
ご紹介しております。

運用としましては、従来通り
作業をする映像素材（VTRな
ど)をVideo Satelliteシステム
のMedia Composerにて直
接キャプチャし、展開するだけ。。。最後に、
Pro Tools上でSatellite LinkをONにすれば、も
うそこからはPro Toolsで作業をしている時間の

映像がリニアに表示され、再生や編集においても
常に映像が同期した状態で表示され続けます。映
像にあわせて効果音をおいたり、フェードを書い
たりと、、、たとえどんな時にでも常に映像が表
示されている訳です。これは、Mojoを利用した方
であれば、それと同じ状態です、もちろんHD画
質なので、極端に映像はきれいですが。。。

また、映像を取り込みしている際、Pro Tools側
で同時に音声を取込むことが LTC での同期にて
可能になる訳ですが、Video Satellite側で取り込
みした映像には音声も含まれるはずですから、こ
のオーディオファイルも含めてAAFにてファイル
を出力し、そのファイルをProToolsでインポート
することで、簡単に音声ファイルをProToolsへ移
動することができます。また、複数の編集点を含
んだ映像を取込む作業がある場合には、その映像
ファイル自体はPro Toolsへ移動しなくても、ビ
デオトラック上に空リージョンとして表示されま
す。こちらもすでにMojoを利用している方であれ
ば ピンときているかと思いますが、この編集ポイ
ントがマーカー代わりとしてのガイドになる訳で
す。(TABキーで移動でき、とっても便利！）

またこのシステムにおいて、MA作業上、超強力
な機能があります。それは、タイムコードを表示
をすることができるエフェクト機能が Media 

Composerにある
んです！しかも、
位置やサイズ、色
など・・・表示の
入切も自由自在に
リアルタイムで可

能！！とっても便利な機能です。

両ソフト共、Avidシステムということで、AAF 
ファイル移動時においての事故発生リスクは圧倒
的に少ないですし、編集室のAvidシステムで作業
されたファイルそのものをレンダリングしないで
Video Satelliteで展開しても、その素材自体が
ワーク用の映像として利用できるのが凄いです！
またUntity / IsisといったAvid共有ストレージを
構築した場合、編集作業とMA作業が平行した形
で、コピーやワーク映像のおこし作業のといった
従来必須だった時間も全く必要としない、先進的
なMAワークフローが実現できてしまう！！それ
が、このVideo Satelliteシステムなのです。

株式会社赤坂ビデオセンター様
2008年12月、赤坂室町ビル6Fに待望のMAスタジオが
完成しました。メイン/効果用ProToolsが設備されてい
るシステム内に、ワークビデオシステムとしてVideo 
Satelliteが導入されました。また、同ビル7Fのノンリニ
ア編集室にある複数のAvid Symphonyとその中核を支
えるUnity Media NetworkへダイレクトにVideo 
Satellite、ProToolsシステムが接続され、国内初の最先
端ワークフローを既に実現し、TBS系列で放送されてい
る大人気ドラマ等の制作作業を日々行っております。

この日本初の最先端環境で、実際に作業、運用をされて
いる同社山下様と菅野様へお話をお伺いしております。

益子：こちらのスタジオ工事に関しまして、ワークビデ
オシステムの選定はどのようにされましたか？
山下様：従来はMojoをProTools上で利用することで、
既にノンリニアワークビデオシステムが稼働していまし
た。ただ、新しいスタジオにおいて、HD対応のワークビ
デオシステムを念頭に考えていまして、最初はVirtual 
VTR等、他の製品も検討してました。当初、検討してい
た時期は、Video Satelliteが未だv2.7で有った為、どう
しても導入への決定に躊躇していた時期もありました。
菅野様：ただ既に編集室側で、Unityを持っていた事と、
Mojo DXがAvidでリリースされた時に、『これが使える
ようになるのでは？』と予想と期待はしてました。実際
に何度かAvidにも確認のため足を運んでいる最中に、新
しいVideo Satelliteの話が出てきた訳です。
益子：そうでしたね、ジャストタイミングでしたね。
ただ、リリースされるまでに時間は掛かってしまいまし
たが。。。

山下様：スタジオ運
用が始まるタイミン
グでは、もちろん間
に合わないことも
判っていましたが、
利便性と環境を考え
た場合、他の物は既
に検討から外れてい
ました。
菅野様：MA室が
オープンするタイミ
ングで、編集機側の
アップデートもでき
ましたし、更にその
後Unityの増強もでき

て結果的には良いタイミングだったかもしれませんね。
山下様：データ共有に関しては、UnityとVideo Satellite
が直接接続されていて、当初の検討段階から考えると、
全ての要望に適ったシステムになりました。
益子：実際に運用が始まっている訳ですが、率直なご感
想をお聞かせ下さい。
山下様：やっぱり、映像がきれいだなと。オペレーショ
ンとしての感想は、ワークビデオでは無くて編集機だっ
た事！！
益子：なるほど(笑)。
山下様：結果としてMedia Composerの利用法が覚えら
れたのがプラスですが、導入当時は大変でした。従来の
ProToolsをMojoに接続した場合には、ProToolsを利用
する方法だけで映像の取り込みができてましたが、そう
は行かないと。ビデオのインサートREC等ができない事
等、ワークシステムが変わった事による変化に戸惑いま
したが、画質を考えると正解でした。従来のコンポジッ
ト出力のSD映像だと、実際に顧客からのクレームも有り
ましたから。
益子：MA室でも映像へのクレームがあるんですか？
菅野様：うちの場合、7Fで映像の編集作業に立ち会っ
て、その直後に6FのMA室へ移動した作業もあるんで
す。
山下様：その時に、あまりに映像の変化があるにも関わ
らず、MA室のモニターは大きいので、画質の劣化を真っ
先に指摘されるんです。もちろんもう無いですけどね。
益子：それはそれは、、、そういった事情があるんです
ね。
山下様：なので、通常であれば映像が劇的にきれいに
なっているので、お客様から『きれいだねぇ～』とかの
嬉しい反応があると思ったんですが、、、
益子：？？

山下様：実際には、残念ながら褒められたりすることが
全くと言っていい程ないんです。
菅野様：上の編集室と同じ画質ですからね。(笑)
益子：なんという悲劇。。。
山下様：ただ、それだけクオリティーが同じだと言う事
です。Video Satelliteで良かったと思います。
益子：他には何かありますか？
山下様：ProToolsとVideo Satellite、PCが分かれてい
る事が、安心かと思えるようになりました。映像用PCと
音声用PCが分かれている事で、もしもの時にでも、どち
らかは動くじゃないですか。ProToolsのPCに不具合が
出ても、映像は出続ける。逆も有り得る話ですよね？、1
台でもしもって時には全てが止まるのと最悪データも
失ってしまう。なので、このシステムだと安心感があり
ます。
益子：ネガティブなご意見もあるのでは？
山下様：要望は多いですよ。バーチャルタイムライン的
な機能が有れば作業が楽になりますね。実際に編集室で
作成されたファイルは、映像作品の実時間分しかタイム
コードがありません。最後に音声を戻す際にその為のタ
イムラインを作成しておかなければなりませんので、予
め用意しておく必要が有ります。もちろんVTRから映像
を直接Video Satelliteで取込む際には問題にはなりませ
ん。
益子：御社ならではの悩みかもしれませんね。
山下様：またキャプチャツールは、ちゃんとVTRとリン
クしていないと正確な取り込みができないのですが、
MojoのようなフリーRECや、パンチインRECがあれば
更に便利かと感じます。あとは、サテライトリンクをオ
ンラインにする為のキーボードショートカットが欲しい
ですね。これだけはマウスオペレーションになるので。
益子：（実は、、、I-CONだと専用ボタンがありまして
ワンアクションで ON/OFF できちゃいます。）と心で
返答。。。
益子：次は、便利に感じる点もお聞かせください。
山下様：Unityによる利点かもしれませんが、映像データ
でも音声データでもAAFによるデータの互換性や移動が
とても便利です。互換を気にしなくても良い点は、
Video SatelliteがMedia Composerであることが、非常
に大きいと思いますよ。
益子：最後に、ProTools 8に関しては何か感想等はあり
ますか？
山下様：基本的には今まで通りの作業ができてます。
GUIが落ち着いた色になったので見やすくなりました。

益子：貴重なご意見、色々とありがとうございました。

日々ProToolsでMA作業をされている方々は、す
でに気になっているかたも多いかと思いますが、
遂にフルHD対応のVideo Satelliteシステムが国
内でもリリースされて、数ヶ月・・・今回は、実
際にご活用されている方からのご意見も交えなが
ら、タックシステムが徹底的にご説明をさせて頂
きます。

まず始めに・・・
そもそもVideo Satelliteシステムが初めてお披露
目されたのは、忘れもしない2005年のNABだっ
たと記憶しております。既にそれ以前からMojoを
利用したノンリニアワークビデオソリューション
はあったのですが、SD対応しか実現していない
中、フルHD画質でのワークビデオを実現できる
システムという事で、とても大きな反響がありま
した。しかし、、、その後ハードウェア的な問題
だったのか、その真相は判りませんが、いつまで
たってもリリースされず、やっとリリースされた
v2.7においてもPCディスプレイ上でしかフルHD
を表示できない等といった正直がっかりなシステ
ムに成り下がっていたりと、、、リリース当初の
反響はもう無くなっていました。しかし、昨年末
にProTools v8.0がリリースされたタイミングで

リベンジするべく劇的に大進化を遂げた Video 
Satelliteが遂にリリースされた訳です。。。
あ～長かった・・・
従来のVideo Satellite システムとは全くと言って
いい程別物です！！モンスターって感じになって
ます。同時にVideo SatelliteファミリーとしてLE
バージョンもあったりします。今回は、上位バー
ジョンのVideo Satelliteに着目しますが、LEバー
ジョンもその用途がピンポイントであれば、同様
におすすめできてしまうソリューションです。
Video Satelliteがモンスターになったのは、この
システム自体が、Avid Media Composerである
からです。編集機なんです！！！ 100% Media 
Composerなんです。しかも最新のv3！(正確に
は3.5) 編集室に鎮座しているソフトウェアと全く
同じシステムです。そのシステム上にVideo 
Satellite Optionをインストールする事で、Pro 
Tools HDシステムとニアサンプル精度で同期する
ワークビデオシステムになる訳です。
このシステムに利用できるハードウェアは、

・Mojo SDI (SDのみ / SDI , Analog I/O）
・Mojo DX（SD,HD / SDI , HDMI    I/O)
・Nitris DX（SD,HD , SDI , Analog  I/O）

といった、まさにMedia Composerで利用でき
るハードウェアとこれまた一緒。よく考えてみま
しょう、そもそもきれいな映像編集をする為に設
計されているハードウェアを、そのまま利用して
いるので、その映像品質も編集機と同等というこ
となのです。更にフルHD対応！を含め、多彩な
映像フォーマットに対応しております。この高画
質映像が、そのままワークビデオ映像として再生
される訳です。Mojo DXやDS Nitrisにおいては
多種のフォーマットを入出力できるように、Up/
Down コンバータも装備していますし、SDI入出
力以外にもHDMI等、民生機器との接続にも柔軟
に対応できる設計になっています。これらの映像
は、Avid DNxHDコーデックとしてデータ化され
ますが、これが圧縮フォーマットとしてもかなり
優秀なコーデックなんです。そりゃそうでした、
映像編集用途として考えられたものですから、高
画質/高圧縮なデータになる訳です。また最新の
XD-CAMコーデックも対応しているのでファイル
ベースでのデータ互換にも対応してしまいます。
従来のVideo Satelliteシステムと同じように、
Pro Tools HDシステムとの接続は、Ethernet
ケーブル1本のみ。とってもシンプルな接続なが
ら、Sony 9Pinプロトコル以上のリニアなレスポ

ProToolsシステム史上 最高峰のワークビデオソリューションが大進化！！

Video Satellite System 徹底特集

株式会社エクサインターナショナル様
2009年4月1日より赤坂センターがオープン致し、同セ
ンター内において2つのMA室が新設されました。その内
の、フルデジタルMA室『HEX』に今回Video Satellite
システムが導入されました。

今回は、システムの設計から実際にご利用して頂いてお
ります同社エンジニアの『構(かまえ)』様に、運用後の
使用感をお伺いしました。

益子：実際のご導入へ向けてのきっかけは？
構様：MA作業において、従来のワークフローである
テープベースからの脱却と、エクサインターナショナル赤
坂センターのコンセプトであるHDフルサポートに対応で
きるという点で導入を決定しました。
益子：もう一部屋は、Virtual VTRをセレクトしてもらい
ましたね。(笑)
構様：そうですね、ただ、今になっての率直な感想は、
2台ともVideo Satelliteで良かったかもしれません。
益子：！！（苦笑）そこまでですか？

構様：はい、ただ各スタジオの運用方法は異なりますか
ら、これはこれで正解だったと思います。
益子：しかし、そこまで言い切れるのには、、、
構様：実際に活用し始めての率直な感想は、ProToolsと
のレスポンスが凄く良いです！今までは、ジョグやトラ
ンスポートでの作業でしたが、マウスベースの作業で十
分対応することができます。音声の編集時に映像が常に
付いてくるので、映像とのリンクを意識することが無く
なり、効率よく作業を進めることができます。Video 
Satelliteシステムを意識する必要はありませんね。
益子：それって、ある意味究極のワークスタイルなので
は？
構様：確かにそうですね。それと、Media Composerの
エフェクト機能の1つである、タイムコードインサート
(表示)機能がとってもいいんですよ。位置、サイズ、色、
フォント等をその時々の映像に合わせて変化させること
が可能になりました。実際にクライアントからの受けも
凄くいいです。また、Media Composerを利用すること
で、ビデオ編集やファイルフォーマット等、映像のノウ
ハウが身に付いていって、自信のスキルアップにもなっ
ています。

益子：いいところだらけですね、、、逆にネガティブな
ご意見はありませんか？
構様：あまり無いのですが、強いて言えば、Video 
Satellite上でオンラインになる際、一旦Media 
Composer上でのオペレーションが必要になります。ま
た、ファイルを選択したりと、、、この時だけは2台の
PCを操作するというストレスを感じます。
益子：なるほど。これはデジデザインへ要望として伝え
ておきますね。
益子：それと、恐らくProTools 8を結果として積極的に
利用することになった訳ですが、こちらは以前のバー
ジョンとの違いを感じますか？
構様：最初は見た目の違いで戸惑いましたが、慣れの問
題だと思います。1日使えばすぐに慣れてしまいますよ。 
ひとつ良いなって感じたのは、目に優しい色合いになっ
た事ですね。長時間画面を見ていても疲れ難くなりまし
た。

益子：貴重なご意見をお聞かせ頂いて、ありがとうござ
いました。

ここからは 実際に弊社にてシステムを導入させて
頂き、実運用がスタートされている2社のご紹介と
Video Satelliteシステム導入後レポートをお届け
します。

このように、エクサインターナショナル様と赤坂ビデオセンター様も大体同じご意見だったのが、実に印象的でした。きっとそれだけVideo Satelliteの運用
が作業性を上げているんだと思いました。運用面での不自由な点もあるのかもしれませんが、それ以上に映像がきれいになるメリットが、予想以上に大きい
ことも再確認できました。また、連動したメリットとして、ProTools 8のデザインが目に優しいということも一致しており、長時間作業をされている皆様
は、ひょっとするとProTools 8へ移行する最大のメリットになるかもしれませんね。
いずれに致しましても、Video Satelliteを導入した場合、そのコスト以上の反響を得られるかと思います。どのスタジオでもHD化が進んでいるかと思いま
すが、もしもご検討されているのであれば、一度Video Satelliteをご検討して頂ければと思います。弊社デモルームには、Video Satellite 、I-CON、そし
て、なんとUnity Media Network環境もありまして、、、統合システムにてご体験して頂ける環境もございますので、是非お声掛け頂ければと思います。
ちなみに、、、Virtual VTRシステムも常時スタンバイ中ですから、比較検討して頂くことができるかと。。。合わせて宜しくお願い致します。

       by Masuko
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〜 Mick Sawaguchi のサラウンドな日々〜
「 全国出前サラウンド寺子屋 CM 編７カ所セミナーを終えて 」
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Mick Sawaguchi プロフィール：
パイオニア 技術顧問、サラウンド寺子屋を主催、UNAMAS-JAZZ 制作
Surround Terakoya URL: http://hw001.gate01.com/mick-sawa/by Mick Sawaguchi サラウンド寺子屋塾主催

今回は、２００８年４月１４日の仙台を皮切りに２００９年４月１８日の広島会場まで全国７ヶ所で開催した出前サラウンド寺子屋
ツアー CM 編を振り返って、各地の熱い思いや嬉しい実績、そしてセミナープログラムを担当したそれぞれの感想などをお届けします。
この全国出前サラウンド寺子屋は、東京での開催５０回を記念して！サラウンドの制作を各地にも広げたいと思いチームを組んでの
プロジェクトがスタートしました。その呼びかけに各地で幹事役を引き受けていただきながら開催した手作り手弁当寺子屋の総括です。 > 2009 年５月１日にはこれらの方々がサラウンド CM 研究会

のメンバーの協力のもと一斉に体感 CM デモをサラウンドの日連
動イベントとして企画開催をしていただきました。

プロジェクトチーム編成とセミナー内容

全国ツアーを行うにあたり共通の核となるプログラムと担当チームを
以下のように編成しました。今回は、放送局でなく全国で活躍してい
るポストプロダクションの方々に参考になるサラウンド制作を主眼と
しましたので CM でのサラウンド制作を中心テーマとしました。
その結果
沢口　サラウンドの基礎と CM サラウンドの最新動向
北村　CM サラウンド制作サウンドデザインの実際
山縣　金岡　ネット時代のサラウンド MP3 サラウンドの解説
デモと総合司会をサラウンド CM 研究会の事務局でもある１９９１の
永田さん。というチームです。セミナーの内容は３時間—４時間とし
てなるべく最新の CM サラウンド　デモを体感していただきながら　
その背景を解説するというパターンで進めました。
トータルすると延べで２００名を越す参加となりました。

活動から生まれた成果と実績

まずは、各地でこうしたセミナーをやろうと企画から機材準備　参加呼
びかけそして反省会まで諸々の準備を行っていただいた幹事役の皆さん
には改めて感謝感謝です。どこも初めての試みということでどれくらい
の反応があるのか予想もつかない状況でしたが，ふたをあけてみれば各
地でよい意味のインパクトがあったのではないかと思います。
中でも開催したそれぞれでの同業仲間どうしの横のネットワークがつく
られたのは我々にとっても大きな一歩だったと思います。こうした機会
をきっかけにそれぞれでサラウンド勉強会がスタートし、独自にデモ制
作やセミナーがおこなわれています。会社人間という限られた世界の
中での活動だけでなくこうした横の交流が進めばあらたな知恵やアイ
ディア コラボといったこともよりスムースに行えるようになるでしょ
う。嬉しい実績もできました。２００９年 JPPA AWARD CM 部門では、
２００８年５月に開催した札幌アップリンク スタジオが初担当したサラ
ウンド CM ハイポネックスが見事シルバー賞を受賞しました。またデジ
タル放送という分野にかぎらずインターネットの世界でもサラウンド音
声が有効に使えるということを認識し、どういった応用があるのかをさ
まざま研究するきっかけにもなりました。そうした応用に対するリクエ
ストもよせられています。ぜひ電波媒体だけでなくこうした分野での応
用にも目を向けていただきたいと思います。

　5 月 17 日　福岡　U-2 スタジオ　幹事役　北川さん　池本さん

> 2008 年度

　5 月 31 日　札幌　アップリンク　幹事役　横山さん　斉藤さん

　9 月 13 日　名古屋　YAMAHA 研修センター　幹事役　梶野さん　阿部さん

　10 月 28 日　富士第一ホテル　幹事役　葛さん

　2 月 1 日　大阪　YAMAHA　幹事役　山本さん　三村さん　中澤さん他

　4 月 18 日　広島　RCC 中国放送　幹事役　大塚さん　中田さん　松前さん

> 2009 年度

（株）１９９１　永田秀之

寺子屋全国行脚はサラウンドＣＭの普及の大きな力
になったとおもいます。私は各地を回っていて、サ
ラウンドＣＭの実現は地方都市から始まるような気
がしました。東京のような完全分業ではなく、ファ
イナルミックスを担当するエンジニアが同録からサ
ウンドデザイン、ミックスまで音の全てに責任を
持って作業を進める。更にクライアントと現場の距
離が近く、現場の意見や要望がＴＯＰに届きやすい
と感じたからです。ハイポネックス、河合郁子コン
サート告知。これらのサラウンドＣＭがこのことを
証明していると思います。
また、私にとってもこの 1 年の行脚はとても有意
義なものでした。各地のスタジオにはこだわりや工
夫がたくさん隠されていて感動、そして何よりも沢
山の方々と情報交換ができ、全国ネットワークは更
に充実したものになりました。サラウンドの仕事は
待っていてもなかなか来ません。「やったことがな
い」「知らない」ではなく、これからは提案とチャ
レンジでサラウンドＣＭを盛り上げていきましょ
う。参加者のみなさん、スタッフのみなさん、お疲
れ様でした。そしてありがとうございました。

（株）１９９１　北村早織

出前サラウンド寺子屋では、全国各地の皆さんに、兎に角サラウンドのサウン
ドデザインを楽しんでやってもらいたいという気持ちでやってきました。
サラウンドを何作か手がけるうちに、ステレオよりもサラウンドの方が思い描
いたイメージを遥かに具現化しやすい事に気づき、徐々にサラウンドでサウン
ドデザインする喜びの方が勝っていったという経験から、プレゼンテーション
のテーマを『サラウンドのメリットと魅力』とし、実制作のエピソードを交え
て講演してきました。
どの地域でも共通していたのがサラウンドに対する強い『熱意』で、そのエネ
ルギーには常に驚かされました。講演中は深々と頷き、あるいは熱心にメモを
取るなどといった意欲的な姿勢から、参加者の志の高さが伝わってきただけで
なく、終了後「サラウンドをやれるかもしれないと思った」「自分たちもチャレ
ンジしてみようと思った」等の感想が聞かれ、私が伝えたかったテーマの神髄
は確かに参加者の心に響いたのだと、非常に頼もしく思いました。
その後も電話で質問があるなど、地方都市の行動力とチャレンジ精神に、私は
言葉で表す以上のエネルギーを感じたと同時に、東京を活動のベースとしてい
る一人として大いに刺激を受けました。
この寺子屋をきっかけに広がった『地域を越えた横の繋がり』は、日本のポス
トプロダクション業界のこれからにとって、非常に大きな意義を持つものにな
ると確信しています。今後私たちの作品制作についても、東京だけでなくまさ
にサラウンド的なネットワークを、相互にうまく生かしていく必要があると強
く感じました。

１年の草の根活動を終えて

まだ早いと！かそれをやってどうする？利益になるのか？誰が楽し
むのか？
などなにごとも初めの一歩をふみだすには、多少のリスクがともな
うのは必然です。しかしこれを乗り越えるのは「覚悟」という気合
いではないでしょうか。
今回はチームを組んだプロジェクトメンバーの３本の矢が大きな力
になったと思っています。それぞれの「覚悟」があったからこそで
す。また現地会場で手配できなかった機材の提供を快く引き受けて
いただきましたオタリテック 石井さん、マランツ 鈴木さん、なら
びに会場提供や機材提供でお世話になりました YAMAHA 山本さん
にもあらためて感謝申し上げます。
全国行脚で残った地域はあと四国と沖縄、山陰と言ったところです。
幹事役をやってみたいかたは、是非名乗りを上げてください。
良い人脈ができると思いますので。（了）

Mick's Colum

　4 月 14 日　仙台ワインスタジオ　幹事役　島崎さん

トムソン技術研究所　山縣文則

サラウンドの制作を広げる為に、サラウンド寺子屋の全国出前ツアーをやりたい。沢口さんと永田さんの無垢な呼びかけでした。しかし
この企画への参加は、我々にとって MP3 普及活動の原点を体験できるプロジェクトに思えました。「音楽をデジタル技術で十分の一圧縮
する」という夢を追った技術者が作った「使い道の無かった MP3」。それを草の根の規格として世界中で身近な存在に育てたのは、無数
の名も無い音楽好きの若者達だったからです。各地の音響制作の現場でそれぞれの環境下に働く人々と言葉を交わし、理解を深める努力
が、やがてサラウンド表現とその応用の新たな可能性に繋がるのではないかと期待したのです。

古くからあるサラウンドの夢を、現在の環境の中で様々な人たちが独自の表現を実現する。そんな制作の種を蒔くために、まずサラウン
ドの制作を体験してもらいたい。そして出来た作品を皆で楽しむ為に、「インターネットと MP3 サラウンドを使えば、仲間や世界に向け
て簡単に発信できる。」それが参加者へのメッセージでした。

各地の寺子屋は、会場も幹事の方も参加者の皆さんも予想以上に多彩でした。それぞれの出前寺子屋では、皆さんのサラウンドへの様々
な期待と情熱が、我々の新たなエネルギーになりました。勿論、食事も風景も印象深く、地域ごとの話題にも興味を惹かれました。寅さ
んのように風に吹かれて旅をしながら、少しは問題も起こし温かな人情にも触れて去ってゆく。終わってみれば、そんな夢のような旅で
した。全国出前サラウンド寺子屋の実現にご協力頂いた皆さん、貴重な休日に参加頂いた皆さん、本当にありがとうございました。ビル
の谷間でパソコンに向かい原稿を打ちながら、心は自然に囲まれた落ち着きのある地方都市の楽しかった出会いを思い出しています。
皆さん、頑張ってまずサラウンド作品を作ってください、楽しみはこれからです！

※こちらのサイトからセミナー（広島）で配布した資料がダウンロードしていただけます。http://www.all4mp3.jp/news/index.html

〜 MP3 サラウンドの寅さんがゆく〜

Mick Sawaguchi 
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■ NetMix Server のファイル共有
NetMix Server は、Windows(PC) や Macintosh で利用できる

MY SQL( リレーショナルデータベースを管理、運用するためのシ
ステム ) を利用するプログラムです。MYSQL はサービスプログラ
ムとしてシステムに組み込んで利用でき、そのプログラムはオープ
ンソースコードで書くことが出来ます。「NetMix Server」は、ア
プリケーションでは無く、このオープンソース・プログラムそのも
のを指します。その為、アプリケーションとして目に見える実体は
ありません。

NetMix Server は、クライアントマシンに設置された NetMix 
Pro を返し、既存のストレージ・データから「インデックス情報」
を取り出します。ストレージ・データとは、格納されている WAV
等のサウンドデータそのものです。（下図）

＜ NetMixServer +NetMix Pro ファイル共有の流れ＞

NetMix Server で利用されるインデックス情報（ディレクトリ
情報は、NetMix Pro で試聴するときに利用される、インデックス
情報（各データベースの Table）と連動し、NetMix Pro 画面では、
あたかもソコにデータが格納されているように見えます。

＜インデックス情報の管理イメージ図＞

■ Unicode(UTF-8) 対応、MYSQL5.x 対応

これまで NetMixServer4 は MySQL4.x ベースのキャラクター
コードを利用し、文字コード「ISO」を主体で利用していた為、日
本語入力をする場合、例外的に異なる文字コードを設定する必用が
ありました。

NetMixServer5 はこの煩わしさから解放され、利用できる文字
コードが Unicode（UTF- ８）標準のオープンソース・プログラム
になりました。この為、日本語は勿論、2 バイト圏の文字は全て検
索可能になりました。最初から日本語 System 環境で利用できます
ので、視覚的にとても見やすくなりました。

MySQL も 5.x に 対 応 し た 為、 実 際 に SQL を 利 用 し て い る
Administrator 権限者も、独自の環境に合ったプログラムの構築を
簡単に行えるようになりました。

■ Administrator 権限者の役割

Administrator 権限者（サーバー管理者、設置・設営管理者な
ど全ての権限を保有する担当者）は、これら index 情報が NetMix 
Pro と連動するタイミングで、インデックス情報と WAV データに
対し、様々な権限を設定することが可能です。

そしてこのインデックス情報を共有化する事により、網の目のよ
うに張り巡らされたクライアント同士のネットワーク間で、ファイ
ル共有システムを実現しています。

ストレージ・データ内の WAV データは、「パス」情報を共有化し
ていますが、実データは Administrator 権限者が管理していますの
で、安全にマスターデータを管理する事が可能ですし、必用に応じ
て Administrator 権限者と同等の権限をクライアント・ユーザーに
設定する事が可能です。（この場合、トラブル時の対処に備え、幾

R
ep
ort 全てのサウンド・データを統合可能な NetMix Pro 専用

日本語対応サーバ・プログラム　＜ MySQL 5 対応！＞

世界中の映画・放送・MA・ゲームミュージックなど幅広い現場で
愛用されている Software「NetMix Pro」は、2008 年日本語版発
売開始以降、日本で確実に導入実績が増え続けています。
今回ご紹介する NetMix Pro 専用の Server プログラム「NetMix 
Server ５」は、日本の MA の現場、ゲームクリエータの現場の意
見を反映した形でバージョンアップしています。最大の変化は、現
行日本で販売されている殆どの（日本語環境）ServerOS に適合し
た点です。MySQL は、Version4 ベースから 5 ベースへアップグレー
ドし、最初から日本語（２byte）を利用して作業を進められるた
め、NetMixServer のインストール作業も格段に向上しました。勿論、
検索・試聴もより安全、確実にご利用可能です。

そしてこれらのプログラムサービスは、Macintosh・Windows(PC)
の複合 OS を利用したクロスネットワーク環境下で、最高のレスポ
ンスを発揮します。

ク ラ イ ア ン ト マ シ ン 上 の NetMix Pro ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら
NetMix　Server の監視制御が可能です。わざわざ Server マシン
をリモート制御する必用もありません。Administrator 権限者は、

あらゆるパスワードの権限をクライ
アントマシンから操作することがで
きます。

NetMixServer を一度体験したら、
間違いなく CD、DVD など記録媒体
の管理体制が激変するでしょう。

今回は、新しく加わった機能と、と
も に NetMix Server 5 ＋ NetMix 
Pro は一体どういう製品なのかご紹
介していきます。

つかの監視レベルを設定しておく必用があります。）

NetMix Server はアクセス情報を全て記録しています。クライアント
使用状況に対して、アクセスのログの監視をししたり、より高度な設定

（使用頻度の統計、集計を行うなど、アクセス制限の指針を立てたりアク
セス権を変更する事）がいつでも可能です。

＜ Administrator 権限者の相関図＞

■ いよいよ NetMix Server 導入環境
NetMix Server は、ごく一般的なネットワーク環境（グローバル IP、

PrivateIP アドレスが利用できる LAN 環境）で利用します。通信スピー
ドは Server の CPU、ストレージのスピードに影響し変化しますので、
速ければ速いほど、RAM の容量も大きければ大きいほど試聴スピード
が速くなります。ネットワーク環境の設置レベルは大きく 3 種類に分け
てマシン事例をご説明します。

＞ Minimum（小規模）環境
例えばMAスタジオなど、外部とのネットワークがクローズ環境で
ProTools、Nuendoなどを利用して、２，３台のマシンとサウン
ドデータを共有する場合。

この場合、既存のクライアントマシンに MySQL を設定し、
NetMix Server+NetMix Pro を導入します。例えば Apple Mac 
book Pro 一台に Server 機能とクライアント機能を共存させる事
が可能です。

私のデモンストレーション環境は AppleNotebook 一台で全て
を賄う設定にしています。ネットワーク間のやりとりが無い為、２
〜３台のマシンを繋いで同時作業を行った場合でも、ストレスを感
じることはありません。

＞ Middle（中規模〜大規模）環境
中規模SOHOネットワーク環境。場合によっては外部と接続できる
環境を持ちセンタールーター環境（WAN回線を介して企業のネッ
トワークやISPと企業のネットワークを相互接続）や、リモート・
ルーターやWANルーター環境が整っている場合。

殆どの会社での作業環境は「Server」専用マシンを準備し、ネッ
トワークが確立している状態だと思います。NetMixServer は、最
新のサーバー環境でも問題なく動作します。例えば MAC の場
合、最新の Quad-core や 8-core マシン上でも最適に動作しま
す。Win(PC) の場合、HP DL360,380 などは良く導入マシンで
選択しています。Server マシン、クライアントマシン共にハイ
ブリット対応しています。転送スピードは同レベルであれば若干
WindowsPC マシンの方が速い様子ですが、体感で感じる程ではあ
りません。

Server 環境をホスティング化し、外部にストレージ環境がある
場合も一般的な LAN 環境下であれば NetMix Server はバッチリ！
機能します。

NetMix Server プログラムは Server 専用マシンにインストール
し、同時に NET HASP（ライセンス認証用のキー）を利用します。
クライアントマシンには NetMix Pro と ProTools や Nuendo と
いった実務上必用なアプリケーションがインストールされます。

ここで一つ重要なのが「NET HASP」は従量制（同時稼働本数）
ライセンスのみで良いという事です。例えば、クライアントマシン

7 月発売開始予定（受注受付中！）
完全日本語対応版
NetMix Server 5
日本オリジナル取扱説明書（PDF）同梱
■税込価格￥189,000（￥180,000 税別）

NetMix Server + NetMix Pro ( 同時稼働本数）
ご購入の場合、License 管理用キープロテクト（NET 
HASP※ 受注製作 ) による一括管理が可能です。

▼  開発小話
NetMix Pro Light ＜仮称＞・・・水面下で進行中。

4 月にラスベガスで行われた NAB Show で CND 社は、フェアライト社のブー
スで Dream II, Xynergi / AudioBase と NetMix Server、効果音 library の同期
デモを行いました。が、実は水面下で弊社の提案をキッカケに大きなプロジェク
ト「NetMix Pro Light ＜仮称＞」が動き始めまていたのです。（マーカス氏には

「NAB後に日本の皆さんにも話して良いよ」と言われていました。今解禁。超フレッ
シュ情報です。）

BlastWave 効果音 Library には既にこのプロトタイプのブラウジングソフト
ウェアが付属しています。(SONOPEDIA , The BLASTDRIVE ,  TITLEWAVE 
and .wavFX)

参照 URL
http://www.blastwavefx.com/i11/Blastwave-FX-Search-Engine/

information.html

機能的には NetMix Pro の検索、試聴部分だけを取り出したアプリケー
ションです。今後、様々な効果音 Library などに搭載していく予定です。勿論
SoundIdea6000 番台などは日本語で検索できたら便利ですよね〜。

NetMix Pro も着々と日本の皆様の熱心なご要望を取り入れ、新バージョンで
は、あんなことや、こんなことが可能になります。（まだ秘密です。ご要望の項
目が入っていると良いですね＾＾）こうご期待。
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は３０台ある場合、本来なら３０本分の NetMix Pro ライセンス
が必用になるのですが、「同時稼働する NetMix Pro は１０本で
OK」という訳で、１０本分のライセンスを購入し３０台のクライ
アントマシンに NetMix Pro をインストールします。NETHASP
キーは専用に設計された１０本分の認証キーが入っており、サー
バーマシンに NETHASP キーをセットアップするだけで同時稼働
本数の管理体制がスタートします。同時に稼働している NetMix 
Pro が１０本に達した場合、１１台目のクライアントマシンか
ら NetMix Pro は起動できなくなります。ライセンス管理はリ
アルタイムに行っていますので、誰かが NetMix Pro を終了す
るとそのライセンスはリリースされ、別のクライアントマシンで
NetMix Pro が利用できる様になります。これだけで２０台分の
経費節減に繋がります。

起動できるクライアントマシンは Macintosh でも Windows
でも構いません。ライセンスは後から買い足すことが可能ですの
で、最も効率の良い本数を割り出してください。

＞ Enterprise（大規模〜）環境
大規模環境、例えば Server 専用マシンが複数台にまたがり、

東京、大阪などの拠点基地でネットワークを結んだりするよう
な・・・。
キー局はこういったシステムで動いています。Server間のバック
アップのタイミングとシンクロのタイミングなど、CND社と細か
な打ち合わせを行い、必用であれば有償で専用のプログラムを構
築するサービスも行っています。

最後に余談ですが、NetMix Server は WAV データの他、BWF、
MP3、AIFF など QuickTime に対応する全てのフォーマットに対応し
ています。これらフォーマットの中で NetMix Pro が Metadata を含
め編集できるファイルが WAV データです。これからも様々な情報を掲
載していく予定です。

By Fukuhara RAM

左 CND 社代表マーカス氏
右 BlastWave 社ダグラス氏



ProTools のストレージとしてワークドライブの速度に
ストレスを感じておられる方に朗報 !!
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お世話なってます。タックシステム菊池です。皆様いかがお過ごしでしょうか？
この記事がお客様の手元に着く頃には梅雨でしょうか。
記事を書いている今現在 (6 月 8 日 ) は梅雨入りはまだですが、天気の変わりようは梅雨そのものです。
今年は梅雨入りが若干遅いみたいですね。
梅雨と言えば私の自宅周辺には紫陽花 ( あじさい ) が咲いていました。
紫陽花は梅雨の時期によく見られる花で、花言葉は「移り気」と言います。
開花した日から日数を重ねることにより七色に変化する事からこの名前が付いたと言われています。
梅雨の雨の日に窓から見える紫陽花は風流ですよね～！
で・・・紫陽花の花言葉をお借りして話は 180℃変わりますが・・・

by Kikuchi

SSD とは 【フラッシュドライブ】 (Solid State Drive) のことで、記
憶媒体としてフラッシュメモリを用いるドライブ装置なのですが、
ハードディスクドライブ (HDD) と同じ接続インタフェース (ATA な
ど ) を備え、ハードディスクの代替として利用できものです。。SSD
はハードディスクのように回転するディスクを持たないため、読み
取り装置 ( ヘッド ) をディスク上で移動させる時間 ( シークタイム )
や、目的のデータがヘッド位置まで回転してくるまでの待ち時間
( サーチタイム ) がなく、高速に読み書き出来る事と、モーターが無
いため消費電力も少なく、機械的に駆動する部品が無いため衝撃に
も強いものです。

Apple MAC 用 3.5 から 2.5 アダプターMAC 実装図

こ

れ

使

え

ま

す  

！ 

では早速 TLC の申し込み方法ですが・・・
まず WAVES アカウントにログインし、「Get TLC」を選択してください。

次のページから下へスクロールしていただくと、TLC を利用できる製品の
一覧が表示されますので TLC を適用したいライセンスのみ「Get TLC」を
選択してください。

チェックをいれて「Continue」を選択します。

これで TLC の申し込みは完了となります！

そのライセンスをダウンロードしてください。

ダウンロード後の表記は iLok.com 上だと変化はありません。

これで無事に TLC が適用となりました！
TLC は 1 年間有効です。TLC 終了時は従来の期限無しライセンスが発行さ
れます。
継続してご利用いただく場合は再度 TLC のリクエストを行なう必要があり
ます。

万が一 iLok キーの盗難・紛失など発生した場
合は、WAVES アカウントから「Claim TLC」
の項目を選択していただくと、WAVES からテ
ンポラリーライセンスが iLok にデポジットさ
れ、次の 90 日間ライセンス期限までご利用い
ただけます。

＊ TLC Claim 申請は 1 年間に 2 回までとなっております。それ以降の
TLC Claim 申請は期限無しライセンスが発行されるのと同時にその年の
TLC は終了となります。
よほどの事が無い限りこのような事は発生しないとは思いますが、十分お
気をつけください。
＊ TLC はいつでもキャンセルしていただくことが可能となっております。
その際は期限なしライセンスが WAVES より発行されます。
キャンセル・2 回以上の TLC Claim により TLC を終了した場合、TLC を
有効にするには元の TLC 期限が終了するまで更新・再加入が出来なくなり
ます。
＊ TLC は、お申込み後の最初にデポジットされるライセンスを 3 ヶ月以内
に iLok へダウンロードすることで有効となります。もしライセンスが 3 ヶ
月以内にダウンロードされない時はキャンセル扱いとなり、再度加入しな
ければなりません。

その後、お持ちの iLok アカウントに 90 日間限定ライセンスがデポジット
されます。

実は地味にライセンスのアップグレードが行なわれているのをご存知でしょ
うか？
WAVES 社がライセンスのアップデータを発行すると、それには新たにプラ
グインが追加されております。
使用しているプラグインの内容にもよりますが、最低で $500 から最高で
なんと $5200 もお得となってます。
最近購入されたお客様には当然ながらお得な状態で提供されています。
一部を見ていただきましょう。
例えば一番ユーザー様が多いと思われる Platinum だと・・・・

この「Update」を選択します。
その後は指定のライセンスを所
有している iLok アカウントの
入力をします。

ライセンスが iLok.com にデポジットされたら、ライセンスをダウンロードし
て終了です。( ダウンロードしたら使用するアプリケーションのインストール
を忘れないように！！！ )

これを機会に一度、WAVES アカウントを覗いてみればいかがでしょうか？
ではでは、今回はこれにて。

TLC Program お申込み方法！
TLC 加入後はアカウント内の表記が
若干変わります。

2   Get New Plugins

ちなみに 360surround Tools だと。

と、バンドルごとにプラグインの
種類も異なるのが特徴です。
さてさて、こちらの記事を見た方
は今すぐレッツトライ！！！

方法は WAVES アカウントにログ
インしマイアカウントを選択。
WUP 期限内であればバージョン
アップデートが「Update」になっ
てます。

テンポラリーライセンスの期限終了後、新たな 90 日間のライセンスがデポジットさ
れましたら、ダウンロードしてご利用ください。
ちなみに単体プラグイン・Ver4　& 5 に関しての TLC はご利用できません。

SSD to USB 変換

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

iLok キーの
盗難・紛失が発生してしまったら！

その他 注意点

：もう一つのお勧めプログラムはこちらです！

↓

↓

↓

↓
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Waves   Update Plan

WAVES ユーザー様は最近アカウントを覗きました？ (・∀・) ノ？
最近 WAVES 社は WUP の７つのサービスプランを提供しております。
今回の記事はその中でも皆様にとって役立つと思われる内容をピックアップして
行きたいと思います。

WAVES TLC (Theft & Loss Coverage) とは、WAVES ライセンスがオーサラ
イズされた iLok の紛失・盗難の際に、それらのライセンスを補償するプログラ
ムです。
現在オーサライズされているライセンスを 3 ヶ月ごとに更新される限定ライセ
ンスに置き換え、定期的に iLok へダウンロードすることにより iLok キーの紛失・
盗難が発生しても別の iLok にライセンスをダウンロードして使用する事が可能
となります。ちなみにお申し込みに関して任意になります。
＊ TLC は、6 ヶ月以上の WUP 期間内・Ver6 の製品をお持ちであれば無償でお
申込みいただけます。

１  T L C  Program

Waves 社の TLC プラン！
現在のところ容量あたりの単価は磁気
ディスクよりフラッシュメモリのほ
うがはるかに高額なため、SSD は記
憶容量が少ない製品が多いのですが、
ProTools 用として何種類かテストを
行い、ようやくお勧めのドライブを紹
介できるようになりました。

今回ご紹介する SSD は、移動でお使いになられる場合は、USB 接
続ですが、ProTools のローカルドライブとして認識でき、弊社テス
トでは、ProTools で 96KHz,24Bit で、32ch の録音再生が出来て
います。

（もちろん電源も不要で、回転するメカもない為振動にも強く，超小
型軽量で壊れません）
又、デスクトップの場合、MAC 本体の SATA ドライブベイに、3.5
インチから 2.5 インチに変換するアダプターも作りましたので、メ
インのドライブとしてこれを使い、最後にハードディスクに保存す
ると行った使い方が可能です。
現状、120GB で約 4 万程度ですが、ここ半年くらいの間に、同額で
250GB が手に入るようになりそうです。
メインのストレージとすれば、通常の 2 ～ 3 プログラムの編集に
120GB もあれば十分で、転送速度も速くお勧めです。
詳細は、弊社迄！

（どの SSD でもこのパフォーマンスがでる訳ではありません）！！！

by tac



みなさんはケーブルの寿命について考えたことはありますか？
古くなったケーブルでも音が出る限りは使っていますか？　
それともある程度年数が経ったら新しい物を購入していますか？
実際、ケーブルが古くなるとどれだけ音に影響するかはよく分かりませんが、コネクタ
部分を外してみると銅線が艶を失って古い１０円玉のように黒ずんだ色になっているも
のがあるのは見たことがあるかと思います。これは銅線が酸化している状態で、電気の
通過を妨げることになり良くありません。5 ～ 10 年くらい使用したら思い切って新調
するのがいいでしょう。
さて、弊社ではスタジオの工事も行っていますが、設備改修の際には大量の古電線が廃
棄されることになります。いつもこれを見ていて何かに利用できないかなと考えていま
したが、前述の理由の通り、酸化した古いケーブルを電気を流す用途に使用するのは好
ましくありません。
そこで、昔流行ったアンデルセン手芸を、折込チラシの代わりに電線を用いて作ってみ
ることにしました。

＜第 17 弾＞　Dr. 新田の事件簿シリーズ

「 廃電線で
　　　アンデルセン手芸に挑戦 」の巻
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TECH's File

スタジオに敷設されていたマイクケーブル
外観はきれいでも中はとんでもないことに。
せっかくの無酸素銅ケーブルもこれではただ
の酸化銅ケーブルである。

スタジオ改修で廃棄された電線を大量にゲッ
ト！マルチケーブル、AES/EBU ケーブルな
どラインナップは様々。

カナレの MR202-8AT（8ch マルチケーブ
ル）をチョイス。爽やかさを演出するため、
青色を使うことにした。

最初は縦横それぞれ 4 本のケーブルを十字
に置くところから。編み始めが一番難しい。
挫折せずにがんばろう。

底部分が完成したところ。ここまで来ると力
を入れずにサクサクと編めるようになってく
る。

タテ芯を折り曲げて、ひきつづき側面部分を
編んでいく。ここまでくれば完成まであとも
う少し。

最後にケーブルの端末処理を行って出来上が
り。完成までの所要時間は約１時間。

■参考文献
広告チラシで作ろう！
こども あんでるせん手芸 総集編
ブティック社

カラフルでとってもオシャレ！

(1) (2) (3)

(4) (5) 完成！

編みやすさダントツ１位
LAN ケーブルで作るくずかご！

■ M’ s Learning Center ( エムズラーニングセンター ) とは？
 
digidesign 認定プログラムを学べるスクールです。
当初は digidesign 認定プログラム 101 と 110、そして個人レッスンからのスタートとな
ります。将来的には 210P、210M そして 300 シリーズまでプログラムを拡張予定です。
また、現場のプロを招き、『実践セミナー』も随時開催していきます。

2009 年 7 月 1 日　JR 恵比寿駅から白金方面へ向かう途中に、新しいコンセプトのスクー
ルがオープンします。主に ProTools をベースとし、ソフトのオペレーションだけではなく、
どのように曲を作っていくか？ Mix 時の Tips、効果音の貼り付けなど、普段みなさんが疑
問に思っていることや、聞きたくてもなかなか聞けない事を個人レッスンを主体として学ん
でいきます。なお、101、110 digidesign 認定プログラムはグループレッスンとなります。

■レッスンイメージ
教室には 1 人 1 台、ProTools LE がインストゥールされた iMac 2.66G Hz マシン、
Audio インターフェイスは Mbox2 mini 、キーボードは M-Audio KeyRig 49 を
使用します。
digidesign 認定プログラム 101、110 の場合は定員が５名となります。個人レッ
スンの場合は臨機応変に対応可能ですが、詳細はカウンセリング時に行います。
基本的には英会話レッスン教室の ProTools 版とお考えいただければと思います。

※写真はイメージです。

digidesign 認定トレーニングセンターのご紹介！
digidesign 認定トレーニング＆教育プログラムを学べる学校で、専門学校以外としては、
日本初のラーニングセンター M’ s Learning Center ( エムズラーニングセンター ) をご紹介致します！

仕事で ProTools をお使いの皆様は、忙しい日々の中での作業となり、じっくりオペレーションを学ぶ機会が少ないと思います。また、音楽
制作時のノウハウや悩み事を気軽に相談できる環境にない等、そういった皆様へ、エムズラーニングセンターは、仕事を終えてからでも通え、
そして即仕事で使用できるノウハウを学べる場所です。是非、検討してみてください。
タックシステムでは、エムズラーニングセンターをサポートしていきます！

>>>
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■月謝について

ProTools　個人レッスン Mac Protectio 月 3 回
3 年

月 15,000 円
￥１０００（税別）

　（※ 定員に満たない場合はスタートできない場合があります）　

digidesign 認定 101/110 プログラム
グループレッスン

定員５名 月 3 回 月 15,000 円
￥１０００（税

〒 150-0013
東京都渋谷区恵比寿 3-43-7-205
エムズ・ラーニングセンター　担当：因（イン）

電話 03-6277-0828
http://www.mslc.jp　
email：info@mslc.jp

■ポイント制度について

生徒さん、販売店様、エムズラーニングセンター、
と 3 者間のユニークな制度です。

初回、生徒さんは弊社提携販売店様よりチケット
を購入いただきます。
その生徒さんが弊社に 6 ヶ月以上レッスンに通わ
れた場合、以下のポイントが付与されます。  
例えば生徒さんが一ヶ月 15,000 円の月謝を支払
われた場合、その月のポイントは 2000 ポイント
となります。
半年間通われた場合には 2000 ポイン x6 ヶ月で
12,000 ポイントが付与されます。
このポイントは当初、生徒さんが最初にチケット
を購入された販売店で使用可能な商品チケットと
交換いたします。
つまり、学ぶ→ポイントがたまる→販売店で機材
やソフトを購入できます。

まだまだ、「センター」と呼べる規模ではありま
せんが、みなさまのご要望にできるだけお応えし、
少しでもお役に立てるようにしていきます。

　※ 時間割スケジュールについては、WEB でご確認ください。
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●九州放送機器展
日本ポストプロダクション協会主催の九州放送機器展が福
岡市で開催されます。
ProTools 関連商品や新製品を展示し皆様のご来場をお待
ちしております。

日時：7 月 29 日（水）30 日（木）10：00 ～ 17：00
会場：福岡国際センター
入場料：無料

発行・編集元　不許複製

こんにちは、設計の遠藤です。
今回は現場より便利グッツをご紹介致します。
機器をラックに実装したけれど配線がぐちゃぐちゃ ( 汗 )
移動式ラックにしたけれど使うときに配線が面倒。
そんな時は、CN パネルを使いましょう！

ProTools を始め最近の機器は小型化して入力、出力端子は集中コネク
ターになっています。
弊社では、各種変換ケーブルを販売していますが、よりすっきり配線さ
せたり、可動性をもとめるなら CN パネルが便利です。

CN パネル化のメリットはいっぱいあります！
（１）外観がきれいにまとまる。
（２）特殊仕様のピンアサインも変換出来る。
（３）入力と出力を分けて配置する事で、誤接続を軽減。
（４）集合コネクターにして、接続ケーブル本数を削減。
（５）緊急時のパッチ替え。
（６）パネルにオフセットを付けて、コネクター部の破壊防止。
（７）壁面や、テーブルの袖に設置して持込み機器の差し込みに。

などなどパネル化にする事ですっきり楽々になれます。
ですが、そんなパネルそこらでは手に入りません。
じゃ、作っちゃいましょう！

こちら現場です！
便利グッズをご紹介の巻

●サウンドフェスタ
今年で 15 回目、話題の新製品を【見て、聴いて、触れる】
をメイン・コンセプトとした関西随一の音響映像機器展示会
が開催されます。ぜひご来場ください。

日時：7 月 1 日（水）2 日（木）10：00 ～ 18：00
会場：グランキューブ大阪 ( 大阪国際会議場 ) 10F
入場料：無料（入場整理券要）
入場整理券の申込は http://www.sound-festa.com/ で受付
ています。

 ■展示会情報 !

● AES 東京コンベンション 2009
「Feature the Future with Sound」をテー
マに AES 東京コンベンション 2009 が東
京で開催されます。今年も機器展示を行いますので、是非
ご来場ください。

日時：7 月 23 日（木）～ 25 日（土）
　　　10：00 ～ 18：00（最終日のみ 17：00 まで）
会場：科学技術会館 1F
入場料：無料（機器展示／プロダクトセミナーのみ）

（写真 1）
2U タイプには、XLR タイプコネクターは３２個並ぶもの、
D サブコネクターを縦に並べたもの写真 3 などなど
写真は一例として配置しましたが、アレンジは自由！

（写真 2）

アナログ回線、デジタル回線、映像回線、LAN 回線、USB 回線
これらをパネルにまとめてすっきり配置。
内部配線は。30cm/50cm/100cm/300cm と選択出来ます。
固定には、取り付け面に対してフラットと、50cm,100cm のオフセットが行なえます。
コネクタ−上部には表示（レタリング）が付きます。

まずはご相談下さい！便利なオリジナルパネルを作ってみませんか？

　◆ ProTools HD/LE システム関連商品　◆ TAC オリジナルプラグイン「V-MON」「NML RevCon RR」　◆ AVIOM システム　◆ Millennia マイクアンプ
　◆ Royer Labs/Mojave Audio/ マイクロフォン ◆ CB Electronics 他多数展示

みどころ

作っちゃいました！

CN パネル！
EIA ラックマウントタイプで、1U サイズ、2U サイズ。
写真 1：1U タイプには、XLR タイプコネクターが１６個並ぶもの
写真 2：XLR タイプコネクターと D サブコネクターが並ぶもの

（写真 3）

第２部「ノイズリダクション・プラグイン徹底検証比較」
以前にも増して、ラインアップが充実しているノイズリダク
ション・プラグインを代理店各社の方にご紹介頂くと共に、同
じ素材を処理して頂くと言う、弊社ならではのユーザー様の視
点に立ったセミナーとなりました。素材の版権上、残念ながら
WEB 等での公開は出来ませんが、是非皆様もデモ版をダウン
ロードなさって下さい。

■講師をご務めて頂いた各社ご担当者様
・Waves 社 Restoration Bundle 
　：WAVES　榎本氏　
・izotope 社 RX
　：アビッドテクノロジー（株）小林氏
・Wave Arts 社 Master restoration Suite
　：（株）メディアインテグレーション　田村氏
・Cube-Tech International 社 VPI for Pro Tools
　 : ミックスウェーブ（株）　河村氏

日時：2009 年 5 月 21 日（木）、22 日（金）　弊社ショールームにて ■第 15 回 TAC セミナーレポート !

by Endoh

by Yoshida

今回は「マルチチャンネル・サラウンド・ミックスダウンセミナー」及び「ノイズリダクション・プ
ラグイン徹底検証比較」の 2 部構成での開催となりました。
例年にも増して、告知のご案内から 2 日目には既に定員オーバーとなってしまい、お断りせざるを得
ない盛況ぶりとなりました。ご参加頂けなかった方にこの場を借りてお詫び申し上げます。

第 1 部「マルチチャンネル・サラウンド・ミックスダウンセミナー」
講師に（株）エス・シー・アライアンス　山本　雅之氏を迎え、
IMAX シアターや各種博覧会、展示会、イベントスペース等、数多
くの 5.1ch 超えのマルチチャンネル作品をこなされて来た氏の経験
を元に、そのノウハウを惜しみ無くご披露頂きました。
誌面ですべてをお伝えするのは難しいですが、ブルー・レイ対応の
７．１CH サラウンドのマスター制作の後、５．１CH およびステレオ
へのダウンミックス処理についてポイントを列記致します。

■山本氏によるテクニック解説
・まずサラウンド処理に必要な 7.1Master BUS 及び SUB BUS を事前に想定されるだけ細かく作っ
ておく事。音楽ステム用、SE ステム用も同様に。
・リバーブは全体に広がるモノ、フロント専用／リア専用等、区分けする。
・LFE は オ ー デ ィ オ フ ァ イ ル 化 す る か LFE 送 り 用 の BUS は COMP 処 理 の 後、WAVES 社 の
MaxxBass をインサートして原音を CUT。位相差による干渉を緩和する事が出来ます。
・ステレオ音源には、tc　electronic 社の Unwrap 等を使用。Unwrap を始め、多くは 5.1ch までの
対応なので、7.1 に対応する手法として、まず 5.1BUS に送った後、単独のトラックにばらし、L,R
の音声を SIDE L,R へ 6dB 下げてこぼし込みます。
・ステレオトラックのサラウンド PAN のリンク機能は、ProTools の初期設定内の「完全な PAN リン
ク」のオプションを使い分けるとバリエーションが広がる。
・始めに PAN のオートメーションを終えてからミックスバランスに専念した方が良い。
・７．１ｃｈから５．１へのダウンミックス法としてマスターオーディオトラックを一旦
モノトラックに分けて送り、SIDE に相当するトラックをフロントとリアの中間に定位させてレベルを
３ｄ B 下げてミックスする。場合によってディレイを使用し、モニター SP の距離に合わせて遅らせる。
・５．１から更にステレオへダウンミックスする際は WAVES 社の３６０ Down Mix を使用し Sub 
Woofer は無し、ITU-3dB のセッティングにする。等


